
昭和22年4月に大阪市立阿倍野第二中学校とし
て創立。
昭和24年5月に大阪市立文の里中学校に改称。
平成9年に昭和中学校夜間学級を本校夜間学級
に統合。
令和6年に夜間学級を閉校。日本語指導センター
校を開校し、現在に至る。

　生徒一人ひとりを大切にし、豊かな人間性
と社会性を育み、心身ともにたくましい生徒の
育成を図る

深く自ら学び、未来に向かって、伸びやか
に育つ、支えあう友と、共に夢を描く

●令和８年度の全国学力・学習状況調査の「学
校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、
肯定的に回答する生徒の割合を、86％以上
にする。

●令和８年度の全国学力・学習状況調査の「将
来の夢や目標を持っていますか」の項目に
ついて、肯定的に答える生徒の割合を、前
年度より増加させる。

●令和８年度の全国体力・運動能力、運動習
慣等調査の「運動やスポーツをすることは
好きですか」の項目について、最も肯定的
に答える生徒の割合を前年度以上にする。

●年度目標アンケートにおける「学級の生徒と
の間で話し合う活動を通じて、自分の考え
を深めたり、広げたりすることができていま
すか」に対して、肯定的に回答する生徒の
割合を85％以上にする。

●令和８年度の校内調査の「読書は好きですか」
の項目について、肯定的に答える生徒の割合
を、前年度より増加させる。

部活動やボランティア活動を含めた自主活
動に力を入れており、学校という空間の中だけ
ではなく、地域を含めた様々な場所で、活躍で
きる機会を積極的に後押ししている。また、地
域防災教育にも力を入れており、町会の人々と
知りあうことに重きを置き、中学校内で地元41
町会の防災リーダーを各年代で独自に認証し、
次世代の防災リーダー及び各町会のリーダー
育成に努めている。

すべての教科において全国平均値を上回っ
ている。これらの結果は、授業規律がしっかり
と守られる中で、生徒が自ら主体的に取り組む
姿勢が反映されたものと考えられる。また、各
授業において意見発表など、様々な言語活動
を実践することをとおして「思考・表現する」授
業を展開したことなどが表れていると考えら
れる。
今後の課題は学習者用端末の活用、複数教

員によるサポート体制、個に応じた指導など、
様々な生徒のニーズに合った授業を展開する
ことである。

【安全・安心な教育の推進】

《これまでの取組の成果と今後の課題》
握力・上体起こし・長座体前屈、反復横とび、立ち幅跳び、ハンドボール投げは、男女とも全国平均を上回っ

ている。一方、20m シャトルランは、男女とも全国平均を下回っている。今後も準備運動や授業の中にラ
ンニングや補強運動を取り入れることで、克服していく。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

≪学校教育目標≫

《これまでの取組の成果と今後の課題》

教育内容の特色

【学びを支える教育環境の充実】

≪文の里中学校がめざす生徒像≫

国語・数学：平均正答率%　
理科：平均IRTスコア（※詳細はP48）
教科

文の里中学校
国語
54

数学
49

全国平均 54.3 48.3

理科
494
503

32.40 28.90 48.60 54.10 74.60 8.03 201.10 23.60 45.80－

24.70 23.30 48.30 45.80 49.30 8.96 167.00 13.00 49.10275.00

握力（kg）
男子平均

男子全国平均

女子平均

女子全国平均

上体起こし（回）長座体前屈（cm）反復横とび（回） 20ｍシャトルラン（回） 50m走（秒）持久走（秒） 立ち幅とび（cm）ハンドボール投げ（ｍ）体力合計点

28.95 26.09 45.12 51.64 78.82 8.00 197.51 20.74 42.20409.25

23.15 21.70 46.99 45.74 309.66 50.60 8.97 166.44 12.43 47.58

体力・運動能力・運動習慣（平均値）

学校概要

運営に関する計画

令和7年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

令和7年度
全国学力・学習状況調査結果

【電話】06－6621－0796
【校長名】赤坂　寛臣

【生徒数・学級数】
796名・30学級
（内特別支援学級9）
R8.5.1現在

【標準服】あり

※ホームページも開設して
いますので、ご覧ください。

大阪市立文の里中学校

文の里中学校
美章園1－5－52
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